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今
よ
り
丁
度
八
年
前
、
私
が
初
め
て
旧
友
エ
ド
ワ
ア
ド
・
カ
ア
ペ
ン
タ
ア
翁
を
英
国
シ
エ
フ
イ
ー

　
　
　
　
　
ル
ド
の
片
田
舎
、
ミ
ル
ソ
ー
プ
の
山
家
に
訪
ふ
た
時
私
は
翁
の
詩
集
『
ト
ワ
ア
ド
・
デ
モ
ク
ラ
シ

　
　
　
　
　
イ
』
に
就
い
て
翁
と
語
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
其
書
名
「
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
」
の
語
が
余
り
に

　
　
　
　
　
俗
悪
に
し
て
本
書
の
内
容
と
些
し
も
共
鳴
せ
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
吾
等
の
詩
情
に
シ
ヨ
ツ
ク
を
与
ふ

　
　
　
　
　
る
こ
と
甚
し
き
を
訴
へ
た
。
ス
ル
と
其
時
、
カ
翁
は
「
多
く
の
友
人
か
ら
其
批
評
を
聞
き
ま
す
」

　
　
　
　
　
と
言
ひ
な
が
ら
、
書
架
よ
り
希
臘






語
辞
典
を
引
き
出
し
て
其
「
デ
モ
ス
」
の
語
を
説
明
し
て
呉
れ

　
　
　
　
　
た
。
其
説
明
に
よ
る
と
デ
モ
ス
と
は
土
地
に
つ
け
る
民
衆
と
い
ふ
こ
と
で
、
決
し
て
今
日
普
通
に

　
　
　
　
　
用
ゐ
ら
る
ゝ
様
な
意
味
は
無
か
つ
た
。
今
日
の
所
謂
「
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
」
は
亜

米

利

加

人
に
よ
り

　
　
　
　
　
て
悪
用
さ
れ
た
用
語
で
本
来
の
意
味
は
喪
は
れ
て
居
る
。
ソ
コ
で
私
は
今
、
此
「
デ
モ
ス
」
の
語

　
　
　
　
　
を
「
土
民
」
と
訳
し
、
「
ク
ラ
シ
イ
」
の
語
を
「
生
活
」
と
訳
し
て
、
此
論
文
の
標
題
と
し
た
。

　
　
　
　
　
即
ち
土
民
生
活
と
は
真
の
意
味
の
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
人
間
は
、
自
分
を
照
す
光
明
に
背
を
向
け
て
、
常
に
自
分
の
蔭
を
追
ふ
て
前
に
進
ん
で
居
る
。
固
よ
り
其
一

生
を
終
る
ま
で
、
遂
に
其
蔭
を
捉
へ
得
な
い
。
之
を
進
歩
と
言
へ
ば
言
へ
る
が
、
又
同
時
に
退
歩
だ
と
も
言
へ
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る
。
長
成
に
は
死
滅
が
伴
ふ
。
門
松
は
冥
途
の
旅
の
一
里
塚
に
過
ぎ
な
い
。

　
人
間
は
、
生
き
や
う
、
生
き
や
う
、
と
し
て
死
ん
で
行
く
。
人
間
は
、
平
和
を
、
平
和
を
、
と
言
ひ
な
が
ら

戦
つ
て
居
る
。
人
間
は
、
自
由
よ
、
自
由
よ
、
と
叫
び
な
が
ら
、
囚
は
れ
て
行
く
。
上
へ
、
上
へ
、
と
ば
か
り

延
び
て
行
つ
た
果
樹
は
、
枝
は
栄
え
、
葉
は
茂
つ
て
も
遂
に
実
を
結
ば
ず
し
て
朽
ち
果
て
る
。
輪
廻





の
渦
は
果

し
無
く
繰
返
へ
す
。
エ
ヴ
オ
リ
ユ
シ
ヨ
ン
と
い
ふ
も
、
輪
廻
の
渦
に
現
は
る
ゝ
一
小
波
動
に
過
ぎ
な
い
。
進
化

は
常
に
退
化
を
伴
ふ
も
の
で
あ
る
。
夜
無
し
に
は
昼
を
迎
へ
得
な
い
。
日
の
次
に
は
夜
が
廻
て
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
人
間
は
、
輪
廻
の
道
を
辿
つ
て
果
し
な
き
旅
路
を
急
い
で
居
る
。
自
ら
落
着
く
べ
き
故
郷
も
無
く
、
息
ふ
べ

き
宿
も
無
く
、
徒
ら
に
我
慾
の
姿
に
憧
憬





れ
て
、
あ
え
ぎ
疲
れ
て
居
る
。
旅
の
恥
は
か
き
棄
て
と
唱
へ
て
、
些

か
も
省
み
る
処
な
く
、
平
気
で
不
義
、
破
廉
恥
を
行
ふ
。
今
の
世
の
総
て
の
人
は
、
悉
く
異
郷
の
旅
人
で
あ
る
。

我
が
本
来
の
地
、
我
が
本
来
の
生
活
、
我
が
本
来
の
職
業
、
と
い
ふ
如
き
思
想
は
、
之
を
今
の
世
の
人
に
求
め

て
も
得
ら
れ
な
い
。
彼
等
の
生
活
は
悉
く
是
れ
異
郷
の
旅
に
外
な
ら
ぬ
。
総
て
の
職
務
と
地
位
と
は
腰
掛
け
で

あ
る
。
今
の
世
の
生
活
は
不
安
の
海
に
漂
よ
ふ
放
浪
生
活
に
外
な
ら
ぬ
。
放
浪
生
活
に
事
務
の
挙
る
訳
が
無
い
。

教
師
も
牧
師
も
官
吏
も
商
人
も
百
姓
も
大
臣
も
、
我
が
故
郷
を
認
め
得
ず
し
て
生
涯
旅
の
恥
を
か
き
棄
て
ゝ
居

る
。
旅
の
恥
を
か
ゝ
ん
が
為
に
競
ひ
争
ふ
て
居
る
。
疲
れ
果
て
ゝ
地
に
倒
れ
た
る
時
、
我
蔭
の
消
ゆ
る
と
共
に
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人
は
幻
滅
の
悲
哀
に
打
た
る
ゝ
で
あ
ら
う
。
国
家
、
社
会
が
、
幻
滅
の
危
機
に
遭
遇
し
た
る
時
、
乃
ち
○
○
○

○
○
○
〔
大
変
革
が
来
る
〕
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
国
民
共
同
生
活
の
安
全
と
独
立
と
自
由
と
を
維
持
す
る
為
に
軍
隊
は
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
其
れ
が
、
隣

国
の
同
胞
の
共
同
生
活
の
安
全
と
独
立
と
自
由
と
を
破
壊
す
る
為
に
用
ゐ
ら
れ
る
。
個
人
と
個
人
と
の
間
の
、

地
方
と
地
方
と
の
間
の
、
国
民
と
国
民
と
の
間
の
、
物
資
の
有
無
を
融
通
し
、
需
要
と
供
給
と
を
調
和
す
る
為

に
商
業
は
行
は
る
べ
き
で
あ
る
。
其
れ
が
、
其
有
無
の
融
通
を
妨
害
し
、
供
給
を
壟
断






す
る
為
に
行
は
れ
る
。

暴
力
の
横
行
を
防
禦
し
て
人
民
の
自
由
、
平
安
を
保
護
せ
ん
が
為
に
設
け
ら
れ
た
る
警
察
は
、
自
ら
暴
力
を
用

ゐ
て
人
民
の
平
和
的
自
由
を
妨
圧
す
る
。
人
民
の
熱
望
と
熟
慮
に
よ
り
て
選
択
せ
ら
る
べ
き
筈
の
代
議
士
は
、

自
ら
詐
欺
、
脅
迫
、
誘
惑
の
「
選
挙
運
動
」
を
敢
て
し
て
省
み
な
い
。
政
府
も
、
学
校
も
、
工
場
も
、
賭
場
も
、

女
郎
屋
も
、
淫
売
屋
も
、
教
会
も
、
寺
院
も
、
悉
く
是
れ
吾
等
自
ら
幻
影
を
追
ふ
て
建
設
し
た
る
造
営
物
に
過

ぎ
な
い
。
か
く
て
偉
大
な
る
近
代
的
バ
ベ
ル
の
塔
は
科
学
と
工
学
の
知
識
を
傾
倒
し
て
築
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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人
間
は
自
ら
建
て
た
バ
ベ
ル
の
塔
に
攀

ぢ
登
ら
ん
為
に
競
ひ
苦
し
む
。
さ
れ
ど
其
塔
は
吾
等
自
ら
の
蔭
で
あ

る
。
幻
影
で
あ
る
。
吾
等
疲
れ
果
て
ゝ
地
上
に
倒
る
ゝ
の
時
、
吾
等
自
身
の
蔭
も
亦
自
ら
消
滅
し
去
る
。
幻
滅

の
悲
劇
と
は
即
ち
是
れ
で
あ
る
。
吾
等
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
無
明
の
慾
を
有
つ
て
居
る
。
身
を
養
は
ん
が
為

の
食
物
を
過
度
に
し
て
、
吾
等
は
却
て
其
胃
を
毀





ふ
。
徳
に
伴
ふ
べ
き
名
声
を
希
ふ
て
、
吾
等
は
却
て
吾
が
徳

を
損
ふ
。
美
に
誇
る
よ
り
醜
き
も
の
は
無
い
で
あ
ら
う
。
無
明
の
慾
を
追
ふ
て
、
吾
等
自
身
の
蔭
を
追
ふ
て
生

き
る
も
の
は
、
幻
滅
の
悲
劇
を
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
抑





も
吾
等
は
地
の
子
で
あ
る
。
吾
等
は
地
か
ら
離
れ
得
ぬ
も
の
で
あ
る
。
地
の
回
転
と
共
に
回
転
し
、
地
の

運
行
と
共
に
太
陽
の
周
囲
を
運
行
し
、
又
、
太
陽
系
其
も
の
の
運
行
と
共
に
運
行
す
る
。
吾
等
の
智
慧
は
此
地

を
耕
や
し
て
得
た
る
も
の
で
無
く
て
は
な
ら
ぬ
。
吾
等
の
幸
福
は
此
地
を
耕
や
す
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
吾
等

の
生
活
は
地
よ
り
出
で
、
地
を
耕
し
、
地
に
還
へ
る
、
是
の
み
で
あ
る
。
之
を
土
民
生
活
と
言
ふ
。
真
の
意
味

の
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
で
あ
る
。
地
は
吾
等
自
身
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
地
を
離
れ
て
吾
等
如
何
に
か
活
き
ん
？
　
地
を
離
れ
て
吾
等
何
処
に
か
食
を
求
め
ん
？
　
地
は
吾
等
に
与
ふ

べ
き
総
て
を
産
む
。
私
が
仏
国
ド
ル
ド
オ
ニ
県
に
土
民
生
活
を
営
ん
で
居
た
時
、
私
は
一
九
一
七
年
五
月
五
日

の
日
記
に
次
の
如
く
書
い
た
。
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「
芽
が
生
へ
た
。
昨
夕
ま
で
地
の
面
に
一
点
の
緑
も
見
へ
な
か
つ
た
の
に
、
今
朝
は
翠



い
芽
が
一
面
に
地
か
ら

ハ
ジ
け
出
て
居
る
。
右
は
ア
リ
コ
（
イ
ン
ゲ
ン
）
左
は
ポ
ア
（
豌
豆
）
何
と
い
ふ
勢
ひ
で
あ
ろ
う
！
　
意
気
天

を
突
く
と
い
ふ
は
、
ホ
ン
と
に
今
の
彼
等
の
こ
と
で
あ
る
」
。

「
芽
が
俄
か
に
生
へ
た
。
人
が
眠
つ
て
居
る
間
に
、
地
面
を
突
破
し
て
現
は
れ
た
。
ア
の
新
鮮
な
大
気
を
呼
吸

す
る
前
に
！
　
種
子
は
私
が
蒔
い
た
の
だ
。
イ
ン
ゲ
ン
に
は
肥
料
を
ウ
ン
と
置
い
て
ヤ
ツ
た
。
二
週
間
前
に
蒔

い
た
の
が
今
日
生
へ
た
の
だ
。
蒔
い
た
私
は
芽
の
生
へ
る
の
が
待
遠
し
か
つ
た
。
ア
の
元
気
あ
る
萌
芽
を
見
る

と
今
更
ら
希
望
に
充
さ
れ
る
」
。

「
昨
日
は
馬
鹿
に
暑
か
つ
た
。
木
も
草
も
芽
も
種
も
枯
れ
果
て
る
で
あ
ろ
う
と
気
づ
か
は
れ
た
。
種
子
は
地
下

に
あ
つ
て
定
め
し
も﹅
が﹅
い﹅
た
で
あ
ろ
う
。
ケ
レ
ど
も
熱
い
日
の
夜
に
は
露
が
降
り
る
。
ソ
ウ
だ
、
昨
夜
の
露
、

ア
の
無
声
の
露
が
、
地
を
潤
ほ
し
て
、
軟
か
に
し
て
く
れ
た
の
で
、
稚



い
芽
は
自
ら
を
延
ば
し
得
た
の
だ
」
。

「
昨
日
の
日
光
の
熱
さ
は
、
実
に
タ
イ
ラ
ン
ト
の
暴
政
の
如
く
吾
々
を
苦
め
た
。
柔
か
い
種
子
も
地
下
で
モ
ガ

イ
た
に
相
違
無
い
。
然
し
ア
の
タ
イ
ラ
ン
ト
は
却
つ
て
若
い
種
に
活
動
の
元
気
を
与
へ
た
。
夜
露
の
降
り
た
の

も
、
実
は
ア
の
タ
イ
ラ
ン
ト
の
御
蔭
で
あ
る
。
昨
日
は
ア
の
タ
イ
ラ
ン
ト
の
烈
暑
の
為
に
枯
れ
果
て
る
で
あ
ろ

う
と
思
は
れ
た
種
が
、
今
朝
は
鬱
勃
た
る
希
望
に
充
ち
て
萌
え
出
て
居
る
。
ミ
ラ
ク
ル
の
様
だ
。
併
し
是
れ
が

自
然
だ
」
。

「
種
が
無
け
れ
ば
芽
は
生
へ
ぬ
、
蒔
い
た
種
は
時
を
得
て
生
へ
る
。
花
を
愛
し
実
を
希
ふ
も
の
は
、
先
づ
種
を

蒔
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
恐
る
べ
き
タ
イ
ラ
ン
ト
も
却
て
地
層
突
破
の
動
機
た
る
こ
と
を
思
へ
ば
、
不
幸
の
間
に
も
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希
望
が
あ
る
。
恐
怖
の
間
に
も
度
胸
が
坐
る
。
種
を
蒔
く
者
は
幸
い
だ
」
。

　
然
り
、
種
を
蒔
く
者
は
幸
福
で
あ
る
。
地
は
吾
等
に
生
活
を
与
ふ
べ
く
、
吾
等
に
労
作
を
要
求
す
る
。
地
は

吾
等
自
身
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
地
は
吾
等
に
生
活
を
与
へ
る
ば
か
り
で
無
く
、
吾
等
の
心
を
美
に
育
む
。
一
九
一
七
年
四
月
廿
六
日
の
日
記

に
、
私
は
次
の
如
く
書
い
て
居
る
。

「
マ
ル
ゲ
リ
ト
の
小
さ
な
花
が
一
面
に
咲
い
て
居
る
。
清
ら
か
な
、
純
白
な
、
野
菊
に
似
た
無
数
の
マ
ル
ゲ
リ

ト
は
、
柔
か
い
青
芝
生
の
広
庭
一
面
に
、
浮
織
の
様
に
咲
き
揃
ふ
て
居
る
。
私
は
今
、
其
自
然
の
美
し
い
生
き

た
毛
氈
の
上
に
身
を
横
へ
て
暫
し
息
ふ
て
居
る
」
。

「
稚
い
緑
り
の
草
の
葉
は
、
時
々
微
風
に
戦



い
で
幽



か
に
私
語





く
こ
と
さ
へ
あ
る
が
、
マ
ル
ゲ
リ
ト
は
何
時
も

静
か
に
深
い
沈
黙
に
耽
つ
て
居
る
。
其
小
さ
な
清
ら
か
な
、
謙
遜
な
面
を
揚
げ
て
、
高
い
大
空
と
何
か
し
ら
、

無
語
の
密
話
を
交
は
し
て
居
る
。
空
に
は
一
点
の
雲
も
無
い
。
色
彩
を
好
む
我
々
に
は
頼
り
な
い
程
澄
み
渡
つ

て
居
る
。
彼
の
際
涯
無
き
大
空
に
対
し
て
、
ア
の
細
や
か
な
マ
ル
ゲ
リ
ト
は
抑
も
何
事
を
語
る
で
あ
ろ
う
」
。

「
マ
ル
ゲ
リ
ト
の
沈
黙
の
深
い
こ
と
！
　
彼
女
の
面
は
太
陽
の
光
を
受
け
て
輝
や
い
て
居
る
。
無
数
の
姉
妹
が

一
斉
に
輝
や
い
て
居
る
。
天
の
星
が
太
陽
の
光
に
蔽
は
れ
て
居
る
間
、
彼
等
は
地
の
星
の
如
く
光
り
輝
い
て
居
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る
。
大
空
の
深
き
が
如
く
、
彼
等
の
沈
黙
の
深
い
こ
と
！
　
其
美
し
い
沈
黙
！
　
其
美
し
い
輝
や
き
！
　
マ
ル

ゲ
リ
ト
は
地
の
子
で
あ
る
。
謙
遜
な
る
地
の
子
で
あ
る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
コ
ウ
し
た
自
然
の
中
に
、
井
を
掘
り
て
飲
み
、
地
を
耕
や
し
て
食
う
。
人
間
の
生
活
は
其
れ
に
て
充
分
で
あ

る
。
其
れ
が
人
生
の
総
て
で
あ
る
。
人
間
は
地
と
共
に
生
き
る
の
外
に
、
何
事
を
も
為
し
得
ぬ
も
の
で
あ
る
。

地
の
与
ふ
る
美
の
外
に
、
人
間
は
些
か
の
創
作
を
も
成
し
得
ぬ
も
の
で
あ
る
。
吾
等
は
地
に
依
り
て
の
み
天
を

知
り
、
地
に
よ
り
て
の
み
智
慧
を
得
る
。
地
独
り
吾
等
の
教
育
者
で
あ
る
。
地
独
り
真
の
芸
術
家
で
あ
る
。
地

を
耕
す
は
、
即
ち
地
の
教
育
を
受
く
る
に
外
な
ら
ぬ
。
地
の
養
育
を
受
く
る
に
外
な
ら
ぬ
。
而
し
て
地
を
耕
す

は
、
又
、
地
の
芸
術
に
参
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
然
り
地
を
耕
す
は
、
即
ち
吾
等
自
身
を
耕
す
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
社
会
の
進
歩
、
と
は
、
社
会
と
其
個
人
と
が
、
地
の
恩
沢
を
正
し
く
充
分
に
享
受
す
る
と
言
ふ
こ
と
で
無
く

て
は
な
ら
ぬ
。
希
臘






は
地
の
利
を
得
て
勃
興
し
た
。
而
し
て
希
臘
人
が
其
地
利
を
乱
用
し
て
却
て
地
を
離
れ
地

を
忘
れ
た
る
時
、
頽
廃
に
帰
し
た
。
強
大
な
る
羅
馬





帝
国
も
、
土
臭
を
厭
へ
る
貴
族
や
富
豪
の
重
量
の
為
に
倒
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潰
し
た
の
で
あ
る
。
ヨ
リ
多
く
の
地
を
ヨ
リ
善
く
耕
す
こ
と
は
吾
等
の
名
誉
、
吾
等
の
幸
福
で
あ
る
。
其
れ
と

同
時
に
、
自
ら
耕
さ
ざ
る
地
面
を
領
有
す
る
の
は
、
不
名
誉
に
し
て
罪
悪
で
あ
る
。
領
土
の
大
を
誇
る
虚
栄
心

は
、
即
ち
多
く
を
耕
す
と
い
ふ
名
誉
の
幻
影
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

　
吾
等
が
地
に
着
き
、
地
を
耕
す
の
は
、
是
れ
天
地
の
輪
廻
に
即
す
る
所
以
で
あ
る
。
工
業
も
、
貿
易
も
、
政

治
も
、
教
育
も
、
地
を
耕
す
為
に
、
地
を
耕
す
者
の
為
に
行
は
る
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
る
。
吾
等
の
理
想
の
社

会
は
、
耕
地
事
業
を
中
心
と
し
て
、
一
切
の
産
業
、
一
切
の
政
治
、
教
育
が
施
さ
れ
、
組
織
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
換
言
す
れ
ば
、
土
民
生
活
を
樹
つ
る
に
あ
る
。
若
し
土
民
生
活
者
の
眼
を
以
て
今
日
の
社
会
を
見
ん
か
、

如
何
に
多
く
の
無
益
有
害
な
る
設
備
と
組
織
と
が
大
偉
観
を
呈
し
て
存
在
す
る
か
が
、
分
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
其
為
に
如
何
に
多
く
の
人
間
が
無
益
有
害
な
る
生
活
を
営
む
か
ゞ
分
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
其
為
に
如
何
に

多
く
の
有
為
の
青
年
壮
年
が
幻
影
を
追
ふ
て
生
活
す
る
か
ゞ
分
る
で
あ
ろ
う
。
今
や
、
世
界
を
挙
げ
て
全
人
類

は
生
活
の
改
造
を
叫
呼
し
て
居
る
。
さ
れ
ど
其
多
く
は
幻
影
を
追
ふ
て
バ
ベ
ル
の
塔
を
攀

ぢ
登
る
に
過
ぎ
な
い
。

ミ
ラ
ア
ジ
を
追
ふ
て
喧
騒
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
幻
滅
の
夕
、
彼
等
が
疲
れ
果
て
て
地
上
に
倒
る
ゝ
の
時
、
地
は

静
か
に
自
ら
回
転
し
つ
ゝ
太
陽
の
周
囲
を
廻
つ
て
居
る
。
そ
し
て
謙
遜
な
る
土
民
の
鍬
と
鎌
と
を
借
り
て
、
地

は
彼
等
に
平
和
と
衣
食
住
と
を
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

10土民生活



　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
然
り
、
地
の
運
行
、
ロ
タ
シ
ヨ
ン
と
レ
ボ
リ
ユ
シ
ヨ
ン
の
運
行
、
是
れ
自
然
の
大
な
る
舞
曲
で
あ
る
。
律
侶






あ
る
詩
其
も
の
で
あ
る
。
楽
其
も
の
で
あ
る
。
俗
耳
の
聴
く
能
は
ざ
る
楽
、
俗
眼
の
見
る
能
は
ざ
る
舞
、
俗
情

の
了
解
し
能
は
ざ
る
詩
で
あ
る
。
梢
上
に
囀
づ
る
小
鳥
の
声
も
、
渓
谷
を
下
る
潺
閑






た
る
流
も
、
山
端
に
吹
く

松
風
の
音
も
、
浜
辺
に
寄
す
る
女
波
男
波
の
さ
ゝ
や
き
も
、
即
ち
是
れ
地
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
一
部
奏
に
過
ぎ

な
い
。
地
は
偉
大
な
る
芸
術
者
で
あ
る
。

　
吾
等
は
地
の
子
、
土
民
た
る
こ
と
を
光
栄
と
す
る
。
吾
等
は
日
本
歴
史
中
「
土
民
起
る
」
の
句
に
屡
々
遭
遇

す
る
。
又
、
世
人
革
命
を
語
る
に
必
ず
「
蓆
旗
竹
鎗
」
の
語
を
用
ゐ
る
。
蓆
旗
竹
鎗
は
即
ち
土
民
の
シ
ム
ボ
ル

で
あ
る
。
其
「
土
民
起
る
」
の
時
、
其
蓆
旗
竹
鎗
の
閃
め
く
時
、
社
会
の
改
造
は
即
ち
地
の
レ
ボ
リ
ユ
シ
ヨ
ン

と
共
鳴
す
る
。
幻
影
の
上
に
建
て
ら
れ
た
る
バ
ベ
ル
の
塔
は
其
高
さ
が
或
る
程
度
に
達
し
た
る
時
、
地
の
回
転

運
動
の
為
に
振
り
落
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
其
幻
滅
の
レ
ボ
リ
ユ
シ
ヨ
ン
は
即
ち
地
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一

　
地
の
ロ
タ
シ
ヨ
ン
は
吾
等
に
昼
夜
を
与
へ
、
地
の
レ
ボ
リ
ユ
シ
ヨ
ン
は
吾
等
に
春
夏
秋
冬
を
与
へ
る
。
此
昼
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夜
と
春
夏
秋
冬
と
に
由
り
て
、
地
は
吾
等
に
産
業
を
与
へ
る
。
地
の
産
業
は
同
時
に
又
地
の
芸
術
で
あ
る
。
芸

術
と
産
業
と
は
地
に
於
て
は
一
で
あ
る
。
地
の
子
、
土
民
は
、
幻
影
を
追
ふ
こ
と
を
止
め
て
地
に
着
き
地
の
真

実
に
生
き
ん
こ
と
を
希
ふ
。
地
の
子
、
土
民
は
、
多
く
善
く
地
を
耕
し
て
人
類
の
生
活
を
豊
か
に
せ
ん
こ
と
を

希
ふ
。
地
の
子
、
土
民
は
、
地
の
芸
術
に
共
鳴
し
共
働
し
て
穢
れ
ざ
る
美
的
生
活
を
享
楽
せ
ん
こ
と
を
希
ふ
。

土
民
生
活
は
真
で
あ
る
、
善
で
あ
る
、
美
で
あ
る
。

12土民生活
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